
研究課題名 骨盤臓器脱に対する腹腔鏡下仙骨腟固定術(LSC)の麻酔管理の後ろ向き検討

倫理委員会承認番号 №19-23

研究の対象
2018年10月～
腹腔鏡下仙骨腟固定術(LSC)を受けた患者

研究目的・方法

目的：骨盤臓器脱に対する腹腔鏡下仙骨腟固定術は術後回復も速やかで、従来法よりも再発率
が低く、保険適用され注目される術式である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　術中
は高度頭低位での麻酔管理となり、循環状態の変動が危惧される。後ろ向きに当院での同症例
の麻酔管理と問題点があればそれ抽出し検討する。

研究に用いる
試料・情報の種類

データ収集方法：電子カルテ、麻酔記録部門システムから
抽出内容：年齢・性別・合併症の有無　麻酔中の血圧、心拍数などのバイタルサイン情報、術
後の疼痛の程度評価情報

外部への
試料・情報の提供

なし

個人情報の取り扱い
使用した情報から氏名や住所等の対象者を直接特定できる個人情報は削除いたします。
また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も対象者を特定できる個人情報は
使用いたしません。

利益相反の有無 　有　・　無　（　　　　　　　　　　）

お問い合わせ先

廿日市市地御前１丁目３番３号
ＪＡ広島総合病院　　麻酔科
研究責任者：中尾　正和
TEL：0829-36-3111　/　FAX：0829-36-5573

備考

2019　年　6　月　10　日

ＪＡ広島総合病院を受診された患者さまへ

　当院では下記の臨床研究を実施しております。本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研
究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。


